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１　はじめに




























描いた絹布が貼られる。この大きさが横 1,193 ｍ×縦 438 ｍで、





















の区間が記され、 A2 には「至新潟」、 D2  欄外の上越線方面に
は「至東京・長野」、同じく D2 下欄外の信越線方面には「至柏
崎・直江津」との記載がある。川は「信濃川」を C2 〜 D2 に描き、


































































が北越鉄道として、一ノ木戸－長岡間が明治 31（ 1898 ）年 6 月




　栃尾鉄道の開通は大正４（ 1915 ）年２月 14 日に浦瀬－栃尾間８）、
同年６月５日に下長岡－浦瀬間９）、翌大正５（ 1916 ）年９月９日
に下長岡－長岡間 10 ）、大正８（ 1919 ）年 12 月１日に上見附駅移
転完成 11 ）、大正 13（1924 ）年５月１日に悠久山－長岡間が開通し
全通した 12 ）。なお、各駅の開設状況などは表１に記した通りで
あるが、特に戦後では、昭和 26（ 1951 ）年 11 月に「太田」、昭和
28（1953 ）年６月に「土合口」、「高校前」、「名木野」、昭和 30（1955 ）
年６月に「家政高校前」の各停留所が新設されている 13 ）。なお、









は昭和 27（ 1952 ）年 11 月に予定されたものであったが、これら
も本図には盛り込まれていることとなる 14 ）。
　バス路線では、昭和 28（ 1953 ）年４月に長岡－栖吉、10 月に
北長岡－上見附、11 月に長岡－宮路、川崎－栖吉、長岡－東片貝、
昭和 29（ 1954 ）年３月に宮路－浦瀬、５月に東片貝－栖吉、浦瀬
－高津谷、昭和 30（ 1955 ）年４月に新町５丁目－公会堂前、５月
に高津谷－軽井沢、昭和 31（ 1956 ）年４月に大手通り－新町－浦
瀬－比礼－東津川－北荷頃の路線が開設され 15 ）、鳥瞰図に描か
れるものの、昭和 32（ 1957 ）年 11 月開設の伏鉢－長倉間の路線
16 ）は記載があるものの不正確である。
　一方、悠久山周辺の施設を見てみよう。「悠久山スキー場」は
大正７（ 1918 ）年の開設 17 ）で、「悠久山公園」は大正８（ 1919 ）年
５月に竣功した 18 ）。大正 15（ 1926 ）年８月にはプールが建設さ
れ 19 ）、「成田不動」が昭和 14（ 1939 ）年に建立を受けた 20 ）。戦後
では昭和 24（ 1949 ）年７月に「悠久山球場」が完成、「悠久山ホ
テル」が８月に開業 21 ）、「博物館」は昭和 26（1951 ）年８月開設 22 ）、
昭和 29（ 1954 ）年７月に「ローラースケート」場開設、昭和 31
（ 1956 ）年８月からは「お猿電車」の運転を行っている 23 ）。以上
のものはいずれも鳥瞰図には描き込まれるが、昭和 33（ 1958 ）
年開設のスキー場リフト 24 ）の記載はない。
　その他の施設を見ると、守門山 25 ）付近では、昭和 28（ 1953 ）
年 10月に「ヒュッテ」、東山油田付近では昭和 31（ 1956 ）年７月
に「展望台」が完成し 26 ）、これらが鳥瞰図に記載される。
　地名では、「栃尾市」「見附市」の記載に注目したい。栃尾市





名称を名乗るのは昭和 31（ 1956 ）年 11 月 20 日に行われた第 86
回定期株主総会以後のことで、登記は 11 月 29 日とされている
のである 27 ）。
　以上の記載内容を勘案すると「栃尾電鉄」による、本鳥瞰図
は昭和 31（ 1956 ）年末頃までの情報は余すところなく盛り込まれ
ており、翌年以後のものの記載はないか不正確である。これら
のことから本図の制作は昭和 31（ 1956 ）年末頃と判断するのが妥
当であろう。
４　吉田初三郎と『栃尾電鉄　沿線景勝観光鳥瞰図』





































を開設している。ところが昭和 11（ 1936 ）年に、内部の事情で蘇


















遠く及ばなかったものの、昭和 20（ 1945 ）年以後でも 200 種程の



































































よるものではない。これは大正 11（ 1922 ）年 11 月、初三郎の門
下を破門となった 40 ）小山吉三、金子常光らが発足させた日本名
所図絵社によるもので、落款などから金子常光が作図を行って
いることが分かる。大正 13（ 1924 ）年に栃尾－長岡－悠久山間が























地名 用途 下地形 下地色 下　地周囲線 地名線 新旧 所在 開設など 出典・備考
A 1 楡原 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市楡原 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
A 1 上北谷 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市神保町
A 1 太田 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市太田町
A 2 小貫 地名 長丸 白 緑 黒 O 長岡市小貫
A 2 本明 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市本明町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
A 2 明晶 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市明晶町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
A 2 観音山公園 観光地 長方形 黄 緑 黒？ O 見附市嶺崎ほか 読み取り不可
A 2 予定駅 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市本町 昭和 27（1952）.11 越後交通社史p.273
A 2 見附市 バス停 長方形 青 緑 白 O 見附市本町 昭和 29（1954）年 3 月 31 日
A 2 上見附 栃尾鉄道駅・バス停 長丸 青 緑 白 N 見附市南本町
大正 4（1915）.2 開業
大正 8（1919）12／ 1 移転
越後交通社史p.237､238
A 2 刈谷田川 川 なし なし なし 黒 O 見附市
A 2 名木野 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市名木野町
A 2 耳取 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市耳取町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
A 2 耳取 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市耳取町
A 2 椿沢 栃尾鉄道駅・バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市椿沢町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
A 2 見附 国鉄駅 長丸 白 緑 黒 O 見附市柳橋町
A 2 押切 国鉄駅 なし なし なし 黒 O 長岡市池之島 明治 34（1901）.9/1 開業 長岡歴史辞典p.51
A 2 至新潟 欄外表示 なし なし なし 黒 O －
B 1 布滝 観光地 長方形 白 緑 黒 N 長岡市栃堀
B 1 北荷頃 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市北荷頃
B 1 本津川 バス停 長丸 白 緑 黒 N 長岡市本津川
B 1 展望台 ケーブル駅 長方形 白 緑 黒 N 長岡市浦瀬町ほか 昭和 31（1956）.7 完成 越後交通社史p.271
B 1 高津谷高原 観光地 長方形 黄 緑 黒 O 長岡市加津保町
B 1 高津城趾 観光地 長方形 白 緑 黒 N 長岡市加津保町
B 1 □□スキー場 観光地 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
B 1 七曲り 地名 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
B 1 秋葉公園 公園 長方形 黄 緑 黒 O 長岡市谷内
B 1 秋葉神社 神社 長方形 白 緑 黒 O 長岡市谷内
B 1 鶴城山 山 長方形 白 緑 黒 O 長岡市栃尾町
B 1 栃尾市 市名 長方形 青 緑 白 N 長岡市 昭和 29（1954）.6/1　市制 栃尾市史下p.481
B 1 栃倉遺蹟 遺跡 長方形 白 緑 黒 O 長岡市金沢
B 1 栃尾 栃尾鉄道駅 長丸 青 緑 白 N 長岡市栄町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
B 2 バス バス路線 なし なし なし 黒 O 長岡市栄町
B 2 加津保 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市加津保町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
B 2 浦瀬 栃尾鉄道駅・バス停 長丸 青 緑 白 N 長岡市浦瀬町 大正 4（1915）.2 越後交通社史p.237
B 2 宮下 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市宮下町
B 2 小曽根 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市小曽根町
B 2 冨島 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市富島町
B 2 亀貝 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市亀貝町
B 2 文中 長岡市立富曽亀中学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市城岡 昭和 28（1953）北中に合併 ふるさと長岡のあゆみp.264
B 2 文中 長岡市立北中学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市東蔵王 昭和 28（1953）富曽亀中合併 ふるさと長岡のあゆみp.264
C 1 守門山 山 長方形 白 緑 黒 O 三条市・魚沼市
C 1 キビタキ小屋 山小屋 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 スキー場 スキー場 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 キャンプ場 キャンプ場 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 ヒュッテ ヒュッテ 長方形 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 28（1953）.10 完成 越後交通社史p.271
C 1 道院池 池 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 1 西谷ライン 地名 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 1 一之貝 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 軽井沢 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 バス バス路線 なし なし なし 黒 O 長岡市
C 1 比礼 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 東山油田 施設 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 1 柳市池 池 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 1 百間堤 施設 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 片貝 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 バス バス路線 なし なし なし 黒 O 長岡市
C 2 石動神社 神社 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 宮路 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 川崎 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 下新保 栃尾鉄道駅・バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市 大正 5（1916）.8 越後交通社史p.237
C 2 北長岡 国鉄駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 長岡高校 高校 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 栃尾電鉄本社 会社 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 高校前 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 長岡 国鉄・栃尾鉄道駅 長丸 青 緑 白 O 長岡市
C 2 文中 長岡市立東中学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 35（1960）移転 ふるさと長岡のあゆみp.264
C 2 バス車庫 バス車庫 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 袋町 栃尾鉄道駅・バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 栄涼寺 寺院 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 文小 川崎小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 河井継之助之墓 墓地 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
『栃尾電鉄　沿線景勝観光鳥瞰図』について　53
C 2 中越高校前 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 N 長岡市 昭和 31（1956）.4/1 改名 長岡市制100年のあゆみp.126
C 2 新潟大学長岡分校 大学 長方形 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 24（1949）.6/1 発足 長岡市制100年のあゆみp.110
C 2 文高 長岡家政学園高等学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 23（1948）発足
C 2 下長岡 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 文小 新町小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 10（1935）分離創設 ふるさと長岡のあゆみp.264
C 2 － 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 商工会議所 長岡市商工会議所 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 市役所？ 長岡市役所 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 文小 神田小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 23（1948）分離 ふるさと長岡のあゆみp.264
C 2 文盲 長岡聾学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市
C 2 文小 表町小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 14（1939）移転 ふるさと長岡のあゆみp.264
C 2 文高 長岡商業高等学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市
昭和 23（1948）発足
昭和 49（1974）移転
C 2 長岡市 地名 長方形 青 緑 白 N 長岡市
C 2 文小 中島小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 26（1951）再開 ふるさと長岡のあゆみp.264
C 2 長興寺 寺院 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
C 2 山本元帥之墓 墓地 長方形 白 緑 黒 N 長岡市




C 2 信濃川 川 なし なし なし 黒 O 長岡市
D 1 鋸山 山 長方形 白 緑 黒 N 長岡市栖吉町
D 1 風谷山 山 長方形 白 緑 黒 N 長岡市栖吉町
D 1 不動滝 滝 長方形 白 緑 黒 N 長岡市栖吉町
D 1 栖吉 バス停 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
D 1 悠久山公園 公園 長方形 黄 緑 黒 O 長岡市

















施設 長方形 白 緑 黒 N 長岡市 昭和 38（1963）中越高校建設 長岡歴史事典p.191
D 2 プール（？） 施設 長方形 白 緑 黒 O 長岡市





D 2 悠久山球場 施設 長方形 白 緑 黒 N 長岡市 昭和 24（1949）.8/5 長岡市制100年のあゆみp.110
D 2 悠久山 栃尾鉄道駅 長丸 青 緑 白 N 長岡市
D 2 悠久山ホテル 施設 長方形 白 緑 黒 N 長岡市 昭和 25（1950）.8/1 長岡市制100年のあゆみp.112
D 2 成田不動 寺院 長方形 白 緑 黒 N 長岡市 大正 14（1925）建立 長岡市史通史下p.434




D 2 長岡温泉 温泉 長方形 白 緑 黒 O 長岡市 昭和 28（1953）湯本館開業 長岡歴史事典p.214
D 2 鉢伏地蔵 寺院 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
D 2 鉢伏住宅地 施設 長方形 白 緑 黒 N 長岡市
D 2 電鉄遊園地 施設 長方形 黄 緑 黒 O 長岡市
D 2 長倉 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
D 2 農業試験場 施設 長方形 白 緑 黒 O 長岡市
D 2 土合口 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市
D 2 文小 四郎丸小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市
D 2 大学前 栃尾鉄道駅 長丸 白 緑 黒 N 長岡市
D 2 宮内 国鉄駅 長丸 白 緑 黒 O 長岡市




D 2 文中 南中学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市
D 2 文小 千手小学校 丸 白 緑 黒 O 長岡市
D 2 長生橋 橋梁 なし なし なし 黒 O 長岡市 昭和 12（1937）.10 架橋 長岡歴史事典p.194､195
D 2 市役所 施設 長方形 白 緑 黒 N 長岡市 昭和 29（1954）.9 鍬入式 長岡市制100年のあゆみp.120
D 2 至東京・長野 － なし なし なし 黒 O －














1,193 ㎜×縦 438 ㎜の絹布地に極彩色で描かれ、「初三郎」
の銘と「よしだ」の落款を有するもので、栃尾電鉄沿線の
全景が鳥瞰図として記される。
２）画面に描かれる年代は昭和 31（ 1956 ）年の末頃と判断するの
が妥当である。なお、一部に古粉による修正の痕跡を見る
ことができる。
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